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す い た 市 議 会 だ よ り

議決結果

議案番号 案　　　件　　　名 議決結果
継続審査案件（平成 27年 7月定例会提案分）

議案第 88号 平成 26年度吹田市水道事業会計剰余金の処分について� 企 原案可決

認定第 1 号 平成 26年度吹田市水道事業会計決算認定について� 企 認定

報　　告

報告第 20号 地方独立行政法人市立吹田市民病院の経営状況について 報告

報告第 21号 地方独立行政法人市立吹田市民病院平成 26年度の業務実績に関する評価結果の報告について 報告

報告第 22号 平成26年度吹田市決算に係る地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率等に関する報告について 報告

条　　例

議案第 94号 吹田市手数料条例の一部を改正する条例の制定について� 財 原案可決

議案第 95号 吹田市老人医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について� 福 原案可決

議案第 96号 吹田市自転車等の放置防止に関する条例の一部を改正する条例の制定について� 建 原案可決

予　　算

議案第 98号 平成 27年度吹田市一般会計補正予算（第 4号）� 財  福 原案可決

議案第 99号 平成 27年度吹田市国民健康保険特別会計補正予算（第 4号）� 福 原案可決

決　　算

認定第 2 号 平成 26年度吹田市一般会計歳入歳出決算認定について� 決 （継続審査）

認定第 3 号 平成 26年度吹田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について� 決 （継続審査）

認定第 4 号 平成 26年度吹田市下水道特別会計歳入歳出決算認定について� 決 （継続審査）

認定第 5 号 平成 26年度吹田市部落有財産特別会計歳入歳出決算認定について� 決 （継続審査）

認定第 6 号 平成 26年度吹田市交通災害・火災等共済特別会計歳入歳出決算認定について� 決 （継続審査）

認定第 7 号 平成 26年度吹田市勤労者福祉共済特別会計歳入歳出決算認定について� 決 （継続審査）

認定第 8 号 平成 26年度吹田市自動車駐車場特別会計歳入歳出決算認定について� 決 （継続審査）

認定第 9 号 平成 26年度吹田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について� 決 （継続審査）

認定第 10号 平成 26年度吹田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について� 決 （継続審査）

認定第 11号 平成 26年度吹田市公共用地先行取得特別会計歳入歳出決算認定について� 決 （継続審査）

認定第 12号 平成 26年度吹田市病院事業債管理特別会計歳入歳出決算認定について� 決 （継続審査）

その他の議案

議案第 97号 大阪府都市競艇組合規約の一部変更に関する協議について 原案可決

請　　願

請願第 6 号 公立保育所民営化選定委員会開催内容の慎重な検討を求める請願� 福 不採択

議員提出議案及び委員会提出議案等

市会議案第32号 人権擁護委員の推薦に関する意見について 原案可決

市会議案第33号 地方創生に係る新型交付金等の財源確保を求める意見書 原案可決

市会議案第34号 戦没者遺骨収集推進法の早期成立と具体的な行動を求める意見書 原案可決

市会議案第35号 安全保障関連法案の強行採決に抗議し、同法の廃止を求める意見書 否決

市会議案第36号 子供の医療費助成制度の創設と市町村国民健康保険への国庫負担金減額措置の中止を求める意見書 原案可決

市会議案第37号 大阪府の乳幼児医療費助成制度の拡充を求める意見書 原案可決

市会議案第38号 市を挙げてガンバ大阪の更なるホームタウン活動を推進する決議 原案可決

市会議案第39号「議案第 98号　平成 27年度吹田市一般会計補正予算（第 4号）」に対する附帯決議 原案可決

決算審査特別委員会委員選任について 選任

決算審査特別委員会委員長選任について 選任

決算審査特別委員会副委員長選任について 選任

※案件名の後ろに記載している文字は、その案件が付託された委員会を表しています。記載のない場合は、委員会に付託されていません。
財…財政総務委員会、福…福祉環境委員会、建…建設委員会、決…決算審査特別委員会、企…企業決算審査特別委員会
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す い た 市 議 会 だ よ り

企
業
決
算
の
審
査
か
ら

�

小こ

北き
た　

一か
ず

美み

委
員
長

　

７
月
定
例
会
で
提
出
さ
れ
た

平
成
26
年（
２
０
１
４
年
）度
の

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
等
は
、

定
例
会
終
了
後
の
閉
会
中
に
企
業

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
審
査
し
、

９
月
定
例
会
の
初
日
に
、
水
道
事

業
会
計
決
算
は
全
員
賛
成
で
認
定

し
、
水
道
事
業
会
計
剰
余
金
の
処

分
は
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
一
部
を
お
伝
え
し
ま
す
。

日

本

共

産

党

◆
塩し

お

見み

み
ゆ
き
委
員

水
道
料
金
の
値
上
げ
は
慎
重
に
せ
よ

 

問 　

平
成
26
年
度
決
算
は
約
２
億
６
０

０
０
万
円
の
赤
字
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
新

会
計
基
準
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
従
来
の

会
計
処
理
で
は
約
１
億
３
０
０
０
万
円
の

黒
字
に
な
る
。
水
道
事
業
経
営
審
議
会
か

ら
は
水
道
料
金
の
見
直
し
の
答
申
が
出
さ

れ
た
が
、
市
民
の
生
活
を
考
え
れ
ば
、
料

金
値
上
げ
は
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

本
市
は
、
人
口
が
同
規
模
の
豊
中
市
や
高

槻
市
と
比
べ
て
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
が
少
な
い
が
、
増
や
す
努
力
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

 

答 　
今
後
、
片
山
浄
水
所
の
更
新
な
ど
の

建
設
改
良
事
業
に
多
額
の
費
用
が
掛
か
る

こ
と
や
、
水
需
要
構
造
の
変
化
に
よ
り
給

水
収
益
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど
、

本
市
の
水
道
事

業
は
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り

入
れ
に
つ
い
て

は
、
他
市
の
状

況
も
見
な
が
ら

対
応
は
し
て
い

き
た
い
と
思
う

が
、
公
営
企
業

は
独
立
採
算

制
が
原
則
で

あ
る
。

◆
竹た

け

村む
ら　
博ひ

ろ

之ゆ
き

委
員

エ
キ
ス
ポ
シ
テ
ィ
と
新
ス
タ
ジ
ア
ム

の
水
道
利
用
の
見
込
み
と
そ
の
効
果

 

問 　
給
水
量
が
年
々
減
り
続
け
て
い
る
が
、

年
間
２
０
０
０
万
人
の
来
場
者
を
見
込
む

エ
キ
ス
ポ
シ
テ
ィ
や
４
万
人
収
容
の
市
立

吹
田
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
水
道
の

利
用
を
ど
う
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

 

答 　
両
施
設
と
の
協
議
の
中
で
、
地
下
水

の
利
用
の
話
が
出
て
い
る
が
、
く
み
上
げ

が
思
っ
た
ほ
ど
で
き
て
い
な
い
と
聞
い
て

お
り
、給
水
量
の
増
加
を
期
待
し
て
い
る
。

 

問 　
両
施
設
が
地
下
水
を
利
用
す
る
こ
と

で
他
施
設
に
影
響
が
出
る
こ
と
は
な
い
か
。

 

答 　
他
施
設
へ
の
影
響
は
な
い
と
考
え
て

い
る
が
、
全
国
の
水
道
事
業
体
に
と
っ
て
、

地
下
水
の
利
用
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

国
に
法
規
制
等
の
対
策
を
要
望
し
て
い
る
。

公

明

党

◆
坂さ

か

口ぐ
ち　
妙た

え

子こ

委
員

地
方
公
営
企
業
会
計
基
準
の

見
直
し
に
つ
い
て

 

問 　
国
が
地
方
公
営
企
業
会
計
基
準
の
見

直
し
を
行
っ
た
目
的
は
何
か
。

 

答 　
こ
れ
ま
で
地
方
公
営
企
業
独
自
の
枠

組
み
で
会
計
制
度
を
運
用
し
て
き
た
が
、

民
間
企
業
等
と
の
会
計
基
準
の
違
い
が
大

き
く
な
っ
て
お
り
、
民
間
等
と
の
比
較
分

析
を
容
易
に
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し

て
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
新
会
計
基
準
は

平
成
26
年
度
予
算
・
決
算
か
ら
適
用
と
な

り
、
よ
り
透
明
性
の
高
い
事
業
運
営
に
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 

問 　

水
道
事
業
経
営
審
議
会
で
の
水
道
料

金
改
定
に
係
る
審
議
の
論
点
を
聞
き
た
い
。

 

答 　

水
需
要
が
減
少
し
、
管
路
や
施
設
の

更
新
が
増
え
て
い
く
中
で
、
い
か
に
経
営

を
安
定
さ
せ
て
い
く
か
が
論
点
と
な
っ
た
。

自
由
民
主
党
絆
の
会

◆
藤ふ

じ

木き　
栄え

い

亮す
け

委
員

今
後
の
水
道
事
業
に
つ
い
て

事
業
管
理
者
の
見
解
を
問
う

 

問 　

本
市
の
水
道
は
、
料
金
が
大
阪
府
内

で
最
も
安
く
、
安
心
・
安
全
な
水
を
安
定

的
に
供
給
し
て
い
る
と
、
市
民
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。料
金
改
定
を
踏
ま
え
、

老朽化が進む片山浄水所

全員賛成以外の議案についてのみ掲載しています。賛否一覧表

議決結果 

日本共産党 公明党 自民党絆の会 大阪維新の会 新選会 翔の会 ネ 自 ク 無 創
賛　
成

反　
対

山
根　
建
人

倉
沢　
　
恵

竹
村　
博
之

塩
見
み
ゆ
き

柿
原　

真
生

玉
井
美
樹
子

上
垣　

優
子

浜
川 　

剛

矢
野
伸
一
郎

井
上
真
佐
美

野
田　

泰
弘

吉
瀬　
武
司

小
北　
一
美

坂
口　

妙
子

泉
井　
智
弘

澤
田　

直
己

白
石　
　

透

里
野　

善
徳

藤
木　
栄
亮

奥
谷　
正
実

井
口　

直
美

橋
本　
　
潤

斎
藤　
　
晃

榎
内　
　
智

松
谷　
晴
彦

足
立　

将
一

石
川　
　

勝

後
藤　
恭
平

澤
田　

雅
之

川
本　
　
均

山
本　
　
力

五
十
川
有
香

池
渕
佐
知
子

梶
川　
文
代

生
野　

秀
昭

馬
場
慶
次
郎

 条　　例 議
長
に
つ
き
、
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

議案第 94 号 原案可決 × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 27 8
　予　　算

議案第 98 号 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ 34 0
　請　　願

請願第 ６ 号 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × ○ ○ ○ 11 24
　議員提出議案
市会議案第 33 号 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 29 6
市会議案第 35 号 否決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 14 21
市会議案第 36 号 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 23 12
市会議案第 37 号 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 18 17
賛成者は○、反対者は×、退席者は退としています。会派名：自民党絆の会＝自由民主党絆の会、新選会＝吹田新選会、翔の会＝吹田翔の会、
ネ＝吹田いきいき市民ネットワーク、自＝すいた市民自治、ク＝すいた市民クラブ、無＝無所属クラブ、創＝すいた創政会

各
会
派
の
質
問

定
例
会
の
概
要

意

見

書

常
任
委
員
会

要
望
・
陳
情
議
決
結
果

企
業
決
算

議
会
の
は
な
し

決

議
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し
い
水
の
要
件
で
あ
る
０
・
４
以
下
を
満

た
し
て
い
な
い
。
本
市
の
水
道
水
は
大
阪

市
水
の
よ
う
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て

販
売
で
き
る
品
質
で
は
な
い
の
か
。

 

答 　

残
留
塩
素
が
消
失
し
や
す
い
夏
場
は

塩
素
の
注
入
率
を
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
が
、

安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け

お
い
し
い
水
を
供
給
す
る
よ
う
努
め
て
い

る
。
本
市
で
も
過
去
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水

を
製
造
、
販
売
し
た
実
績
が
あ
り
、
大
阪

市
水
と
は
同
等
の
品
質
と
考
え
て
い
る
。

大
阪
維
新
の
会

◆
井い

口ぐ
ち　
直な

お

美み

委
員

水
の
安
全
性
と
災
害
時
の
水
の
確
保

 

問 　
片
山
浄
水
所
で
く
み
上
げ
て
い
る
地

下
水
の
水
質
に
問
題
は
な
い
か
。

 

答 　
月
に
１
回
、
水
質
検
査
を
行
っ
て
い

る
が
、
有
害
物
質
等
の
数
値
は
水
質
基
準

内
に
収
ま
っ
て
お
り
、
安
全
で
あ
る
。

 

問 　
地
震
等
の
災
害
時
に
、
市
民
の
何
日

分
の
飲
料
水
を
確
保
で
き
る
の
か
。

 

答 　
約
１
週
間
分
で
あ
る
。

水
道
事
業
の
経
費
削
減

 

問 　
水
道
料
金
の
改
定
を
検
討
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
経
費
削
減
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

 

答 　

業
務
委
託
に
よ
り
、
10
年
間
で
職
員

数
を
３
割
減
ら
す
と
と
も
に
、
５
年
間
で

約
10
億
円
の
経
費
を
削
減
し
、
建
設
改
良

事
業
の
財
源
に
充
て
て
き
た
。

吹
田
新
選
会

◆
後ご

藤と
う　

恭き
ょ
う

平へ
い

委
員

退
職
給
付
引
当
金
に
つ
い
て
　

 

問 　
新
会
計
基
準
の
適
用
に
よ
り
、
特
別

損
失
で
退
職
給
付
引
当
金
を
約
７
億
６
０

０
０
万
円
計
上
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全
職

員
が
退
職
し
た
場
合
の
退
職
手
当
の
総
額

で
あ
る
が
、
単
年
度
で
一
括
計
上
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

 

答 　
原
則
は
一
括
計
上
で
あ
る
が
、
職
員

の
退
職
ま
で
の
平
均
残
余
勤
務
年
数
の
範

囲
内
で
、
最
長
15
年
以
内
で
分
割
計
上
す

る
こ
と
も
で
き
る
。

 

問 　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー（
現
金
の
流
れ
）

を
考
慮
す
れ
ば
、
分
割
計
上
す
べ
き
で
あ

る
。
損
失
を
出
し
て
ま
で
一
括
計
上
す
る

の
は
な
ぜ
か
。

 

答 　
全
職
員
が
退
職
し
た
場
合
に
必
要
な

退
職
手
当
を
負
債
と
し
て
明
確
に
す
る
た

め
で
あ
る
。

吹
田
翔
の
会

◆
山や

ま

本も
と　
　
力つ

と
む

委
員

地
下
水
利
用
よ
り
も
水
道
使
用
を

促
進
さ
せ
る
方
策
は

 

問 　
今
後
、
地
下
水
利
用
専
用
水
道
に
切

り
替
え
る
事
業
者
が
増
え
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
水
道
水
の
使
用
を
促
す
方
策

は
あ
る
の
か
。

 

答 　
専
用
水
道
に
切
り
替
え
た
事
業
者
で

も
、
水
道
水
は
使
用
さ
れ
る
た
め
、
市
の

水
道
の
施
設
整
備
や
維
持
管
理
に
係
る
経

費
に
つ
い
て
、
事
業
者
に
応
分
の
負
担
を

求
め
る
手
法
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

水
道
部
庁
舎
の
耐
震
強
度
は

 

問 　

水
道
部
本
庁
舎
は
築
後
46
年
が
経

過
し
て
い
る
が
、耐
震
性
に
問
題
は
な
い
か
。

 

答 　

前
回
の
耐
震
診
断
か
ら
18
年
が
経

過
し
て
お
り
、
改
め
て
耐
震
診
断
を
実
施

す
る
こ
と
も
含
め
て
検
討
し
て
い
る
。

無
所
属
ク
ラ
ブ

◆
生い

く

野の　
秀ひ

で

昭あ
き

委
員

収
支
合
わ
せ
の
水
道
料
金
値
上
げ
は

認
め
ら
れ
な
い

 

問 　
枚
方
市
は
、
本
市
に
比
べ
て
、
自
己
水

比
率
が
２
倍
以
上
高
い
の
に
、
職
員
一
人

当
た
り
の
営
業
収
益
が
高
い
の
は
な
ぜ
か
。

 

答 　
水
源
で
あ
る
淀
川
が
近
く
に
あ
り
、

自
己
水
の
効
率
的
な
処
理
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
や
、
浄
水
処
理
業
務
等
の
委
託
を

進
め
、
職
員
数
の
削
減
に
努
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

 

問 　

水
道
料
金
の
値
上
げ
を
提
案
す
る
前

に
、
さ
ら
な
る
経
営
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

大
阪
広
域
水
道
企
業
団
水
の
購
入
を
や
め
、

安
価
な
大
阪
市
水
を
購
入
で
き
な
い
か
。

 

答 　
水
道
用
水
供
給
事
業
を
行
っ
て
い
な

い
大
阪
市
か
ら
水
を
購
入
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
が
、
今
後
も
経
営
努
力
に
つ
い

て
、
広
い
視
野
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
水
道
事
業
管

理
者
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

 
答 　
水
道
事
業
経
営
審
議
会
か
ら
も
コ
ス

ト
意
識
を
持
ち
、
企
業
と
し
て
の
経
済
性

を
発
揮
す
べ
き
と
の
指
摘
を
受
け
て
い
る
。

今
後
と
も
、
企
業
と
し
て
、
い
か
に
費
用

を
抑
え
、
収
益
を
上
げ
て
い
く
の
か
に
主

眼
を
置
き
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
水

道
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

◆
澤さ

わ

田だ　
直な

お

己き

副
委
員
長

東
日
本
大
震
災
で
の
教
訓

 

問 　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、水

道
管
が
破
裂

す
る
な
ど
の

被
害
が
発
生

し
た
が
、本

市
の
水
道
管

の
耐
震
性
は

十
分
な
の
か
。

 

答 　
水
道
管

の
更
新
時
に
、

順
次
、
管
路

の
継
ぎ
手

（
接
合
）
部

分
を
耐
震
性

の
高
い
も
の

に
交
換
し
て

い
る
。

残
留
塩
素
濃
度
平
均
値
に
つ
い
て

 

問 　
本
市
の
水
道
水
の
残
留
塩
素
濃
度
の

年
間
平
均
値
は
０
・
４
７
で
あ
り
、
お
い 水道管の取り替え工事


